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【授業研究】 
理学部１年生の“Science Interpreter Project” 
 
三浦 幸子 
英語非常勤講師 
 
 千葉大学で授業を担当し今年度で４年目となるが、１年生の授業は一貫して理学部が対
象であった。学生たちの知的好奇心を高めつつ英語技術を伸ばすことを念頭にこれまで試
行錯誤してきた結果、現在では、学生たちによる口頭発表（英語によるプリゼンテーショ
ン）と質疑応答を授業に取り入れ、この活動全体を”Science Interpreter Project”を名づけ
て指導を行っている。本発表では、実際に６名の学生に参加してもらい、会場で授業の一
部を再現したうえで、指導の全体像について紹介した。 
 
１．“Science Interpreter Project”のねらいと背景 
 本発表で紹介した活動は、簡単に言うと「学生たちが自分たちの分野、つまり science
に何かしら関連している話題を選んで、担当教官のような専門外の者でも理解できるよう
にかみくだいて英語で説明する」ことを目的とした口頭発表（以下「プリゼンテーション」）
とそれに関する質疑応答である。この活動の目的、また、発案と計画していくにあたって
どのような背景があったかを以下に記したい。 
（１）目的 
 第一の目的は、上述のように自分の分野に関する情報を社会と結びつけて考え、専門外
の人々に分かりやすく伝えることである。英語技能に関しては、「聞く」「話す」「読む」「書
く」の４技能すべてを統合して伸ばすことをねらいとしている。具体的には、プリゼンテ
ーションの準備段階で十分「英語で読む」ことが必要であり、それをもとに発表原稿を作
成し（「英語で書く」）、発表時には話し手は「英語で話し」、聞き手の学生たちは「英語を
聞く」とともに「書く（ノート・テイキング）」作業があり、その後の質疑応答では話し手
も聞き手も「聞く」「話す」ことを行うわけである。さらにプリゼンテーション後、各発表
者は教官と聞き手からのフィードバックと質問をもとにより詳しい調査を行い（「英語で読
む」）、最終的にレポートにまとめて（「英語で書く」）教官に提出することとなる。 
（２）背景 
 この活動を発案するにあたっては、多くの偶然が重なっている。まずは、Science 
Interpreter という名称についてであるが、読売新聞の情報誌「PEOPLE」（2005 年 10
月 24 日）に掲載されていた日本科学未来館で展示物を科学的な知識をふまえて来訪者に
説明する「インタープリター」という職からヒントを得た。また、今年の後期授業開始直
前に International Herald Tribune Asahi Shimbun に掲載された記事に、自分が考えて
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いたことを裏付けてくれるような記述を見つけ、授業開始時にリーディング教材として活
用した。結果的に、学生たちにとっていい動機付けとなったと考えられる。その記述の一
部は以下のとおりである。 
   Researchers are now required to evaluate the social effects of their research  
and explain them to the public in plain language. (Tateo Arimoto, Time 
 for scientists to put their house in order. Sep. 28, 2006) 
 次に、千葉大学普遍教育ガイダンスに記されている担当授業「英語ＩＲ」の学習目的別
授業形態は「学術情報」である。すなわち、「専門家が一般の知識人を読者や視聴者に想定
して、それぞれの専門分野で話題になっていることを平明に記述あるいは講演した著作物
やビデオを用いて学習することに主眼をおく」学習形態である。科学の分野に関しての著
作物等はどんな教材を用いても、その著しい発展速度に情報が遅れがちになってしまい、
教材選択が難しいと感じている。また、理学部は５学科専攻学生の混成クラスなので、教
材によっては一部の専攻学生の専門に偏る傾向があり、公平とは言えない。そこで、「専門
家」を個々の学生に、読者や視聴者となる「一般の知識人」を他学生と担当教官である自
分に置き換え、学生が主体的に発信する活動を計画することも適切ではないかと考えたわ
けである。さらには、自分自身がこれまでの教歴の中で重点をおいて行ってきたスピーチ
やプリゼンテーションの指導方法を、現在の対象学生相手に焼きなおすことによって活か
せるのではないかと考えた。実際に、始業時にとったアンケート調査（担当者作成のもの）
によると、英語による本格的なスピーチやプリゼンテーションなどの学習経験のある者は
ほとんどなく、人前で自己表現することに関しては重要だとは感じながらも自信がないと
回答する学生が大部分であったため、試みる必要性を感じたこともこの活動の計画に大き
く影響している。 
  
２．授業の中での位置づけ 
 この３年間は、前期に Listening & Speaking, 後期に Reading の授業を担当させてい
ただいている。これまで試行錯誤で取り組んできた活動を、今年度は一年間で以下のよう
に設定した。 
前期計画：１）４～６月：Listening / Shadowing / Discussion & Communication  
Strategies 
      ２）７月：Listening / Debate & Communication Strategies 
            ＊News English を使用し、Think in English と paraphrasing の練習を行
う 
後期計画：１）１０～１２月：Reading Skills / “Science Interpreter Project” 
     ２）１～２月：Extensive Reading / Summary & Opinion Writing  
           ＊News Watching を使用し、Shadowing と paraphrasing の練習を行う 
後期にプリゼンテーション（”Science Interpreter Project”）を計画しているのは、前期か
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ら音声指導や Communication Strategies 等の練習を行い、発話に慣れ自信をつけること
と、相手（聞き手）を意識した発話を促すためである。なお、誤解のないように、授業は、
学生主体のプリゼンテーションで終始するのではなく、教師主導の活動とバランスをとる
ように計画している点を記しておきたい。 
 
３．指導手順 
 この発表で紹介した“Science Interpreter Project”の指導過程は以下のとおりである。 
１時間目：授業説明＋課題（上述の新聞記事） 
２時間目：課題確認＋“Science Interpreter Project”の説明 
（１） 自作ハンドアウト（Ａ３両面４枚）を配付し、次の各項目について
詳細を説明する 
① 目的 ② 評価の基準 ③ 構成の仕方 ④ 準備の仕方 
⑤ 台本例 ⑥ 表現例 ⑦ 質疑応答例 ⑧ 参考となる文献、サイト 
（２） 発表例の提示：評価の基準と合わせながら、良い例と悪い例を示す。
良い例に関しては当初は担当者が編集委員の一人として作成した
「アクティブスピーチ ビデオ」に収録された見本を見せていたが、
今年度は昨年度の理学部１年の授業時に録画した学生たちの発表
を見本として示した。 
（３） 発表順決定：発表計画表を示し、原則としてくじ引きで順番を決め
た。最初の２週間については自薦をすすめたところ、前期履修者の
中から積極的に名乗り出てくれた学生が多く、たいへん有難かった。 
  
３時間目：質疑応答の仕方の確認と指導 / 発表計画表提出 
     発表日時を各自に確認のうえ、発表計画表を提出させ、相談がある場合は書か 
せ、それを個人指導に役立てることができた。 
５～２０時間目：プリゼンテーション＋質疑応答 
（１） Speakers：１人（約５分程度）またはペア（８～１０分程度）で、
一時間の授業内に２組または３組が発表する。 
（２） Listeners：①発表を聞きながら、担当教官が用意した note-taking 
sheet に発表内容の要点を書き込む。 
②発表後、英語で質問をする。 
③note-taking sheet に質問、発表のよい点、改善点を
書き込み、教官に提出する。 
プリゼンテーション終了後：  
        （１）教官は note-taking sheet を確認し、束にして、教官による評価 
（evaluation sheet に各評価項目について５段階で評価し、アドバイス等 
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を記したもの）とともに発表者に渡す。 
（２）各発表者は、教官からの evaluation sheet と他学生たちからの
feedback や質問をもとにさらなるリサーチを行い、発表内容をレポー
トにまとめ提出する。（１月締め切り） 
 
４．評価方法 
 該当授業「英語ＩＲ」における評価方法は以下のとおりである。 
（１）後期「英語ＩＲ」授業全体の内訳 
   ①News Watching                 (20%) 
   ②Science Interpreter Project       (25%) 
   ③Reading & Writing Homework    (20%) 
   ④Final Assignment                (15%) 
   ⑤Participation & Contribution     (20%) 
（２）“Science Interpreter Project” (25%)の評価 
   ①Oral Presentation   (10%) 
   ②Note-taking sheet   (5%) 
   ③Report             (10%) 
   ④Asking questions ? 上記⑤Contribution として評価  
 
５．考察 
 プリゼンテーションのような学生主体の活動を取り入れることで悩むことは、満足のい
かない発表がある場合に、自分の指導がまだまだ不十分であって、発表段階に持っていく
には時期尚早だったのではないかという点である。特に音声面で継続的な指導の必要性を
強く感じている。発表回数に関しても、履修人数や他活動との関連で、１人に１度の機会
しか与えられていない。２年生以上の授業でもプリゼンテーションを行わせることがある
が、経験のある学生が上達を見せていることからも、複数回の発表機会を与えることが理
想と考えられる。まだまだ改善点は多いが、やる意義も多く感じている。４技能を統合し
て知識の注入だけでなく、「使う」指導ができる点、また、各自が自分で発表テーマを選ぶ
ため、無意識に個性も発揮できるし、質疑応答を通して、クリティカルに考えて意見交換
をし、互いに伸ばしあえているという効果もある。相互発見と理解、また最終的には個々
の学生の自己実現(Self-actualization)につながるという点でも意味ある活動だと感じてい
るので、今後も改良しつつよりより指導につなげていきたいと思っている。最後に、学生
の 1 人がレポートに追記してくれた感想を紹介したい。 
  I had not learned listening and speaking English before I entered the university 
because it wasn’t needed in entrance exams. I was uneasy at first class but I  
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wanted to be able to listen and speak English. Recently, I get used to do these. 
Thanks to you, I have been able to do aggressive challenges. I couldn’t do those 
in preparation for entrance exams. Although a mistake is to be feared of course, 
I have learned English without fearing too much. If there were only strict  
competitions such as entrance examination, I would have not been able to say my 
opinion in English in the class. Thank you for your tolerant attitude.    
                           （英文は原文のまま）     
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